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都市部・地方部の課題の二極化
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 都市部では、生産年齢人口の減少が限定的な一方、高齢者人口の増加が著しい。急増する高齢
者に対応した公共サービスの構築が急務。

 地方部では、生産年齢人口・高齢者人口ともに加速度的に減少。コミュニティの存続に懸念。

出所：内閣官房「第4回デジタル行財政改革会議」より抜粋

東京都
高齢者人口 ＋33.3%
生産年齢人口 △6.3%
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静岡県
高齢者人口 ＋2.5%
生産年齢人口 △31.8%

秋田県
高齢者人口 △22.2%
生産年齢人口 △52.3%



供給が需要に合わせる経済へ
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需要が供給に合わせる経済 供給が需要に合わせる経済

人口増加局面
（国内消費拡大局面）

人口減少局面
（国内消費縮小局面）

乗客がバス停で時刻表のバスを待つ 迎えの車が乗客の都合に合わせる

特定の学校・カリキュラムに生徒が集まる 生徒の側が学校・カリキュラムを選ぶ

雇用先の就業ルールに従業員が合わせる 従業員の暮らしに就業ルールが合わせる

特定の医療機関とかかりつけ医に通う 患者が医療機関と医師を選ぶ

消費者が売っている店まで買いに行く 商品が消費者の家に届けられる

市役所に行って、手続きを申請する 通知を受け取り、手続きが自動的に行われる

交通

労働

買い物

教育

医療

行政サービス

供給者側の指示で物流が動く 需要動向に合わせ自動的に物が動く物流

⚫ 人口も市場も増えるなら、供給からバリエーションを増
やして、積極的に需給を調整できる。

（バスの本数が増える局面なら、調整のしようもある。）
→ 供給が需要に働きかけ、需要がそれに合わせる

⚫ 人口も市場も減る局面では、供給はバリエーションを削るし
かなく、需要のバリエーションにあわせようがない。

（バスの本数が減る局面では、需要にあわせようがない。）
→ 需要が供給に働きかけ、供給がそれに合わせる

 人口増加局面では。バス停に来るバスを待つなど、需要が供給に合わせる。しかし、人口減少
局面では、バスが顧客の都合に合わせて動くなど、供給が需要に合わせることになる。

 その実現には、需給をリアルタイムで把握し、供給側の意思の確認を待たずに先にものやサー
ビスを動かす、デジタル基盤とデータの共有が必ず必要となる



共助を支えるデータ連携基盤とまちづくり

4

 多様な生活ニーズや価値観に寄り添うサービスを、デジタル技術によって磨いていくには、複
数のサービスが積極的に協力し支え合う、共助のビジネスモデルを土台とした、データ連携基
盤の再構築が必要。

 共助のデータ連携基盤を構築した上で、それを土台とした新たな生活サービスの創出と、積極
的な市民参画による街の中での繋がりの強化による、Well-Beingの向上に向けたまちづくりの
好循環を生み出すことが必要

自助
<各分野サービス>

共助
<データ連携基盤、
自動走行車両…>

公助
<核となるEssential 

Facility>

For 不特定多数
公共インフラ

For 特定多数
Shared Econ.

For 特定User
通常サービス

暮らしを支える新たなデジタル生活基盤

• バス・タクシーなどの種別の枠組みを超え、市民の足をともに
支えるデジタル化した地域交通サービス用のインフラ

• 「いつでもどこでも診療室」を支える、病院の枠を超えた地域
診療インフラ

• 様々な学びの機会を、学校と担任の枠を超えて提供するデ
ジタル教育インフラ

• シニアの生きがいを支えるデジタル公民館とコミュニティ
• 労務管理や税務申告等を支える新たな個人サービスとそれ

を可能とするデータのポータビリティの実現
• 各種サービスの連携を支えるデータ連携基盤の運営 など

データ連携基盤はじめデジタル技術で実現

新たな
生活サービス

市民参加
繋がりの形成

Well-Beingの向上
に向けた好循環



5

令和４年12月2３日
閣議決定



データ連携基盤とは
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 デジタル庁は、政府が整備を進めてきたスマートシティのアーキテクチャに基づき、データ連
携基盤のコアとなる部品、データ仲介機能（ブローカー）について、その無償提供と活用に関
する助言を進めることで、各地域による一元的なデータ連携基盤の構築を支援。

 令和４年７月１日に、普及管理団体を通じてデータ仲介機能（ブローカー）の自治体向け提供
を開始。

構成要素 機能ブロック 機能内容

基本

サービス

マネジメント

共通サービス 都市 OS 上で動作する各種スマートシティサー

ビスが、都市 OS や他のスマートシティサービ

スと連携するための機能群
個別サービス

管理

データ

マネジメント

データ管理 都市 OS に都市データを保存・蓄積・管理し、地

域内連携支援機能や地域間・分野間連携支援機

能と連携して、単一都市・複数都市や、他システ

ムに分散されたデータの仲介を実現する機能群

データ処理

アセット

マネジメント

デバイス管理 データの収集、及び、接続するスマートシティア

セットや他システムの登録・削除等の管理と、ス

マートシティアセットへの制御を実行する機能群システム管理

共通

運用支援
システム管理 都市 OS の維持・発展に必要なシステム管理や

管理プロセスを提供する機能群
プロセス管理

セキュリティ
技術 都市 OS の外部/内部の脅威から都市 OS を

防御するために必要な機能を提供する機能群
管理

地域内連携

オープン API 同一都市・地域内のスマートシティにおける、

サービス連携やデータ連携、アセット／他システ

ム連携を実現するための機能群
データ仲介

地域間・分

野間連携

主要 他の都市・地域のスマートシティや、他の分野の

サービスやデータと連携するための機能群
支援

◆APIゲートウェイ（Kong Gatewayを推奨）

API利用に必要となる認証、ログ取得、不正アクセス対策等の機能をまとめて

管理する部品

◆ブローカー（FIWARE Orion・ﾊﾟｰｿﾅﾙﾃﾞｰﾀ連携ﾓｼﾞｭｰﾙを推奨）

データを蓄積・分散管理し、サービス間のデータの流通を制御する部品

推奨モジュール

スマートシティリファレンスアーキテクチャ

FIWARE Orion ﾊﾟｰｿﾅﾙﾃﾞｰﾀ 連携ﾓｼﾞｭｰﾙ

Kong Gateway 

出所：生活用データ連携に関する機能等に係る調査研究調査報告書 (digital.go.jp)



「データ連携基盤」を構成する主な機能部品
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 データ連携基盤を構成する推奨モジュールは、次の3つに分解されています。
取り扱うデータの分類に応じて、必要な機能部品を選択します。

機能部品名 機能概要 導入要否の基準

API Gateway サービスから受け取ったリクエストをデータ連携
基盤を構成する個々の機能へルーティングする。
本機能を利用することにより、API利用に必要とな
る認証、ログ取得、不正アクセス対策等の機能を
まとめて管理することでき、API実装コストを削減
し、安定した品質でAPIを提供することが可能とな
る。

データ連携基盤を整
備するすべてのケー
スにおいて導入が必
要。

ブローカー（非パーソナ
ル）

個人に紐づかないデータを蓄積、分散管理し、
データの提供元組織の許諾に基づき、サービス間
の非パーソナルデータの流通を制御する機能を有
する。なお、地理空間データや動画（ストリー
ム）データといった、専用機能（GISやVMS）で管
理するデータについては、本機能では扱わないも
のとする。

非パーソナルデータ
を扱う事例において
必要。

ブローカー（パーソナ
ル）

個人に紐づくデータを蓄積、分散管理し、データ
の提供元組織の許諾及び本人同意（オプトイン）
に基づき、サービス間のパーソナルデータの流通
を制御する機能を有する。

パーソナルデータを
扱う事例おいて必要。



データ連携基盤の役割
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つながる

ながれる

広げられる

データ連携基盤

サービス の 再利用や 横展開を可能にし、つな
がりやすくする こと

分野や組織の壁を越え地域内外の様々なデータ
を、ひとつの共有された論理的なデータのよう
に見せ、地域内外でデータがながれやすくする 
こと

地域が解決する課題や目指すべき将来像、及び、 
新 たなサービスの追加 に合わせ、機能拡張や
更新を容易にする こと


